

















『伝受次第』と記す）は、 「 （寛文五年三月以前）伝受次第〔堺古今伝受系図〕 」として整理された一紙で、整理番号は一
-二一七号。
    （
1）
鳥の子で、
















































の筆跡は異な まず、盛政の花押は全体的に細身で、墨の濃度が非常に濃く、かすれが目立つものとなっている。次の盛明の諱は、墨は濃いものの、かすれ 少 く、縦横 墨引きに強弱があって、細く書いた部分と太く溜めた部分がはっきりしている。しかし、
｢明
｣の字に顕著に窺







































     （
3）
へ古今伝受をおこなった際、宗柳から盛政へ












（堺源光寺十世） ・盛誉（堺天神社僧、松南院院主） ・空盛（同社僧、吉祥院院主）ら、堺の連歌衆（堺連衆）と交流をもち、連歌会 和歌会に一座していることが確認できるのは、慶長三年（一五九八）二月頃からであり、













































     （
8）
この一冊は、堺連衆が
連れ立って紀州へ下向、玉津島社神前での法楽和歌会を行い、また和歌山での滞在中や帰路道中 宿所で連歌会を興行した際の懐紙等を書写したもの 、盛政ないしその周辺でまとめられたも である。ところで近世の御所伝受では、天皇や上皇 古今伝受終了後、住吉大社や玉津島社へ勅使を派遣、法楽和歌短冊を奉納した。








































































月、病状重篤となり、実弟権右衛門・八郎左衛門を後見に立てて、同月二十一日、 まだ若年であった盛喜 （当時十九歳） を残して病没し いる。








1 )「中庄新川家文書一―二一七号。なお、文書番号は、 「新川善清氏所蔵文書目録」 （泉佐野市史編纂委員会近世部会作成）をもとに中庄新川家 研究会が増補改訂した「中庄新川家 目録」 （二〇一三年）による。
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3 ) 新川盛政の経歴や中庄新川家の成立については、拙稿「中世末～近世初頭の「中庄新川家文書」 」 （ 『泉佐野市史研究』第９号
 二〇〇三
年） 、山村規子




























（十四日目）の夜、子息盛明が眠れぬまま書き綴ったとあり、同が盛政没直後の元和八年（一六二二）十月三日前後に父盛政を追懐して記されたことが判る。以下、 政の事績については、断らない限り、 「盛政伝」の記載に拠る。なお、新川家先代当主、故善清氏の実妹、林晴子氏のご教示によれば、氏が幼い頃には、 「盛政伝」の表紙に「我が老の記」という外題簽が貼られて たというが、現在、剥落して見当たらない。
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8 ) 前掲注（４） 、参照。
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中庄新川家を中心とした新川一門関係系図（二代盛喜～六代盛喜）
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